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A.研究目的 

アミロイドイメージングにおいて、アミロイド薬

剤の集積の指標として、皮質平均 SUVR 

（mcSUVR ,mean cortical standardized uptake 

value ratio）がよく用いられる。SUVR とは、各関

心領域値を参照領域値（アミロイドイメージングの

場合は小脳皮質の関心領域値）で除したものである。

その皮質の関心領域値の平均値がmcSUVRである。 

これまで関心領域を置く方法は一定ではなく、

個々の医師、研究者がそれぞれの方法で行っていた。

しかし、それでは客観性と再現性を確保することが

出来ない。 

そこで、公開されている Brain Atlas に用いて関

心領域を設定し mcSUVR 値を得る方法を開発し、

次の項目を検討した。 

(1) 本件等で開発した皮質平均 SUVR 値（NCGG 

mcSUVR）値は、視覚読影による判定に対応したも

のになるか？(2) 各カットオフ値は、長寿単独症例

群と J-ADNI 多施設症例群とで一致するか？(3) 東

京都健康長寿で開発され、J-ADNI の PiB PET デー

タとして提供されている皮質平均 SUVR  

 

（TMIG_MeanCortex）と NCGG_mcSUVR 値は、

どのような関係にあるか？(4) 視覚読影、臨床区分

をそれぞれ gold standard とするカットオフ値は、

一致するか？ 

 

B.研究方法 

 対象は、臨床区分が確定された J-ADNI 研究の症

例ならびに国立長寿医療研究センター（NCGG）に

おけるMULNIAD研究（multimodal neuroimaging 

for Alzahimer's disease、「Multimodal 

Neuroimaging を中心とした Alzheimer 病発症を修
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表 1 

  NCGG   J-ADNI   

  N Age N Age 

NL 46 69.9±5.4 55 66.4±4.7 

MCI 7 76.1±8.4 59 71.8±5.5 

AD 8 74.3±6.7 43 74.2±6.0 

NL, normal; MCI, mild cognitive impairment; 

AD, Alzhimer's disease 



 

飾する認知予備能（神経ネットワークからみた脳の

予備能）の評価法の開発」）の症例の PiB PET 画像

である（表 1）。 

 その個人のMRI画像からDARTELを用いて得た

標準脳座標系への変換パラメータを PiB 投与後

50-70 分間の Static 画像に適応し、解剖学的標準化

を行った。さらに同 MRI 画像から得た灰白質画像

で、PiB PET 画像を打ち抜いた後に、AAL 

（Automated Anatomical Labeling, 

Tzourio-Mazoyer N, NeuroImage（2002））の Brain 

Atlas を用いて、脳の各領域の関心領域値を得た。

この関心領域値から、皮質の平均値である皮質平均

SUVR 値（NCGG_mcSUVR）を計算した。 

 J-ADNI の PiB PET 画像に関しては、あわせて

J-ADNI PET コアから提供されている皮質平均

SUVR 値（TMIG_MeanCortex,東京都健康長寿で取

得された値）と比較した。 

 画像の視覚判定は、J-ADNI の中央読影基準に基

づいて、陽性（positive）、疑い（equivocal）、陰性

（negative）の 3 分法で行った。2 分法の場合は、3

分法の陰性を陰性、陽性と疑いを陽性とした。 

 長寿医療センター単施設、J-ADNI 多施設それぞ

れのデータセットにおいて、ROC 解析を行って、視

覚判定（2 分法、陰性 vs 陽性）と臨床区分（NL vs 

AD）に対応する皮質平均 SUVR（NCGG_mcSUVR

と TMIG_MeanCortex のそれぞれ）のカットオフ値

を求めた。 

(倫理面への配慮) 

 J-ADNI の研究プロトコルは、中央審査（東京大

学）と各施設（長寿医療研究センター、東北大学）

の倫理委員会で承認された。MULNIAD は、国立長

寿医療研究センターの倫理委員会で承認された。被

検者からはインフォームドコンセントを得て、検査

を実施した。 

 

C.研究結果 

 国立長寿医療研究センター単施設の PiB PET 画

像の検討（図 1）では、NCGG_mcSUVR 値による

区分は、疑い症例（equivocal）も含めて、全例視覚 

判定と一致した。視覚判定（2 分法）に対応するカ

ットオフ値は 1.26 （AUC 1.00）、NL と AD の臨床

区分に対応するカットオフ値は 1.46 （AUC 0.954）

図 2．J-ADNI 多施設の皮質平均 SUVR 値

（NCGG_mcSUVR と TMIG_MeanCortex) と視覚判定 

 

図 1．単施設での PiB PET 画像の mcSUVR 値

(NCGG_mcSUVR)と視覚判定 

 

図 3．J-ADNI 症例における臨床区分と皮質平均

SUVR 値のカットオフ値の関係 

 



 

だった。 

 視覚判定（2 分法）に対応するカットオフ値は

NCGG_mcSUVR が 1.23 （AUV 0.983）、

TMIG_MeanCortex が、1.53 （AUC0.987）だった。

TMIG_MeanCortex は、NCGG_mcSUVR より約

20%高い値を示し、両者の間に相関が認められた。3

分法の「疑い（equivocal）」症例などで、皮質平均

値と視覚判定が一致しない例が認められた。 

 J-ADNI 症例においては、臨床区分のそれぞれの

カットオフ値は、TMIG_MeanCortex が 1.61、

NCGG_mcSUVR が 1.23 で、視覚判定区分に対応す

るカットオフ値とほぼ一致した。 

 

D.考察 

今回検討したBrain Atlasを応用したPiB PETの

皮質平均 SUVR 値（NCGG_mcSUVR）は、視覚判

定とよく一致していた。また、視覚判定を gold 

standard としたときのカットオフ値は、国立長寿医

療研究センター単施設のデータセットで 1.26、

J-ADNIの多施設のデータセットで1.23とほぼ一致

した値となった。これらのことから、

NCGG_mcSUVR は、PiB の集積程度の数値指標と

して、非常に安定的で高い精度を持つと考えられた。 

臨床区分に対応する NCGG_mcSUVR のカット

オフ値は、長寿医療センター単施設で 1.46 と

J-ADNI 多施設で 1.23 と異なった。J-ADNI 多施設

のデータセットでは、NCGG_mcSUVR、

TMIG_MeanCortex の両者において、臨床区分と視

覚判定のカットオフ値に大きな違いはなかった。長

寿医療センター単施設での症例数が少なく、値の分

布の影響を受けたためと考えられた。J-ADNI 多施

設のデータセットでの結果の方がより一般的な知見

であると推測された。 

NCGG_mcSUVR と TMIG_MeanCortex は高い

相関関係を示すが、系統的に TMIG_MeanCortex

の方が約 20%高い値を示す。その理由としては、

NCGG_mcSUVR の方がより広い範囲の脳皮質を含

んでいること、小脳の参照領域の違いが考えられた。 

  

E.結論 

 AAL の Brain Atlas による PiB PET の皮質平均

SUVR 値（NCGG_mcSUVR）値は、安定的なカッ

トオフ値を示し、かつ比較的良好な診断成績を示し

た。アミロイド集積の数値指標として、利用可能で

あると考えられた。 
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